
今まで頂いた申込（相談） こんな感想頂きました

リハビリテーション訪問相談のご案内

京都府リハビリテーション支援センター

障害福祉サービス事業所や介護老人福祉施設、介護保険事業所等に、理学療法士・作業療法
士・言語聴覚士を派遣し、利用者の生活に関わる方々に対し、リハビリテーションの視点等をお
伝えしながら、「その人らしいよりよい生活」を目指して、二次障害や廃用の予防、日常生活や
社会参加にむけた支援を一緒に考えます。

食事のこと

この形態はこの人に適し
てるのかな？
タイミングは？
食事姿勢のみる
ポイントは？

集団でレクとかしている
けど、もっとできること

ないかな？
こんなことしたいけど、
それって機能維持に

なるかな？利用者さんの
身体機能の低下や姿勢
などがちょっと気になる…
予防や向上にむけた

取組みはできないかな？

利用者さんにあった環境
設定・用具選びは
大事だと思うけど、
どこを？何を？みれば
よいのかわからない。

一緒に考えましょう。

そして一緒に解決しましょう。

介助方法や対応など
統一したい

研修等を通じて
施設全体で取りくむ
きっかけにしたい

京都府

職員のからだを守る

腰痛が増えた
何かできること

ある？

オンライン
相談も可！

申込みについては

裏面をご覧ください

・利用者さんのポジショニングが介護職
によって違う

・実際みた上で、食形態・姿勢・介助方法
などアドバイスが欲しい

・高次脳機能障害に対する対応に施設
としても慣れておらず助言が欲しい

・歩行訓練中の方の車椅子から歩行器
への変更のタイミングに自信がない

・食事や嚥下の相談がしたい

・それぞれこの人のこれは、どうなのかと
考えるきっかけになった

・利用者の普段の様子から振り返ること
ができた

・嚥下の研修をしてもらってメカニズムを
理解できた

・研修いただいた内容について伝達講習
をし、施設内で共有することができた

・自分たちのしていることに自信がもてた



① 初回訪問時に
支援内容・回数を決定します

支援は
オンラインも可！

② 相談内容についてケースを
通じて支援をおこないます

③ 次回訪問時までに施設内で
取り組みをしてみる

継続してみる、他の人にも試してみる

色んなスタッフで共有

④ 最終訪問時に支援後の
目標についてのまとめをします

（必要に応じて勉強会などをひらくこともできます）

⑤ ・フォローアップ にて現状の確認と再度の対応
・地域リハビリテーション支援センターへ引継ぎ

（必要な場合のみ）

京都府健康福祉部リハビリテーション支援センター リハビリテーション支援係 担当 乃美・山原
〒602-8566 
京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465（府立医大内） TEL：075-251-5399／FAX 075-251-5389

支援内容の詳細や申込み方法等 事業に関するお問合せ
のうみ やまはら

お申込みはこちら

【申込・日程調整後 の流れのイメージ】

https://forms.office.com/r/RQTtZ7a8sn
※当センターホームページ（https://www.pref.kyoto.jp/rehabili/）から様式を
ダウンロードし、FAX等で申込みいただくことも可能です。

https://forms.office.com/r/RQTtZ7a8sn
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